
編入学者選抜

令和７（２０２５）年度

■３年次編入学者選抜　【一般選抜・社会人選抜】

ピアノ専攻 / 声楽専攻 / 管弦打楽器専攻
音楽創造専攻 / 音楽療法専攻 /
パフォーマンス総合芸術文化専攻

東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科



取得学位・取得可能資格
◆学位〈音楽〉 ………… 本学の音楽学科を卒業した者に学士の学位が授与されます。

◆取得可能な資格 …… 中学校教諭一種免許状〈音楽〉・高等学校教諭一種免許状〈音楽〉(※1)

学会認定音楽療法士（※2）・社会福祉主事（任用）

※2 本学の音楽療法専攻カリキュラムを修了し、日本音楽療法学会所定の試験に合格する

ことで、「学会認定音楽療法士」の資格を取得できます。

個人情報の取り扱いについて
入学願書・受験票等の出願書類にて収集の個人情報は、選抜試験・入学に関する手続き、書類の発送、その
他の連絡とこれらに付随する事項を行うために使用します。原則として第三者へは開示しません。

※1 編入学生が2年間にて教員免許状を取得することは難しく、卒業後も教職課程科目を履修する可
能性があります。



「音楽芸術研鑽の一貫教育を通じ、情操豊かな人格形成を目途とする」という建学の精神の下に、「文化国家の形成者に
ふさわしい音楽を身に付けた文化人として有能なる音楽家および音楽教員を育成するとともに、幅広い教育を通してバラ
ンスのとれた心豊かな人間を育て、社会のニーズに応え活躍できる優れた人材を送り出す」という使命・目的を持って教
育を行っている。

東邦音楽大学では、音楽学部音楽学科のそれぞれの専攻において、学生が目指す将来目標を尊重し、それに沿った実
践的な専門教育を行い、演奏家、音楽家、指導者、教育者、音楽制作者および対人援助者として、音楽を通して社会に貢
献でき、実践的に幅広く活躍できる人材の育成を教育の目的とする。
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本学学則に定める必要な修業年限を満たした上で、所定の教育課程を履修して、以下に示す能力を身につけ、卒業に必
要な単位を修得した者に「学士（音楽）」の学位を授与する。

知識・技能
　多面的な履修を通して社会生活において必須とされる汎用的な能力。
　専攻分野を中心とした知識と技能。
　国際的な視野に立った広範な文化の理解。

思考力・判断力・表現力
　現代社会に必要とされるコミュニケーション能力。
　体系的学修と実践に基づいた課題の発見、分析、解決をする能力。
　自己発信のプレゼンテーション能力。

意欲・関心・志向性
　専門分野を超えて問題を探求する姿勢。
　国際感覚を身につけ、世界に踏み出そうとする意欲。
　自己や他者の役割を理解し、協働できる広い視野（自己管理能力・チームワーク）。
　生涯にわたって探求しようとする姿勢（生涯学習力）。
　多様な価値を認め、主体性をもって積極的に社会に貢献しようとする意欲（社会的責任・チームワーク・リーダーシップ）。

本学ではディプロマ・ポリシーに掲げる能力を身につけるため、各専攻において以下のような方針に基づいて必要とされ
るカリキュラムを体系的に編成する。

知識・技能
　教養と技能およびキャリアを育む全学共通カリキュラム「東邦スタンダード」を設置する。
　広範で多様な基礎知識の獲得と専門性を高めるために、体系的で幅広い学修が可能な科目群を設置する。
　専門的な方法論と知識を学ぶために、順次性があるカリキュラムを編成する。
　高い芸術性を修得するため、専攻実技は個人レッスンを実施する。

思考力・判断力・表現力
　専攻を超えて、幅広い領域の科目を履修し総合的視点を養う。
　知識の活用能力、批判的・論理的思考力、課題探求力、問題解決力、表現能力、コミュニケーション能力の育成のため、
　アクティブ・ラーニングを取り入れた参加型の少人数授業を実施する。

意欲・関心・志向性
　国際的に通用する幅広い知識を持ち、芸術文化の発展に貢献できる人材育成。
　身につけた知識やスキルを統合し、問題解決力と新たな価値の創造につなげていく能力や姿勢を育成する。
　成績評価基準を明確にし、客観的な評価を行う。
　客観的、総合的な評価のためにGPA制度を用いる。
　実技試験においては平準化のため複数の教員による審査を行う。

東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科

建学の精神・教育理念

教育目的・人材育成に関する目的

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針）

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）



・

・ ピアノ音楽を柱とした本学での学修と経験を生かし、将来社会に貢献しようとする熱意を持つ者。

・

・ 声楽を中心とした本学での学修と経験を生かし、将来社会に貢献しようとする熱意を持つ者。

・

・ ソロ演奏はもちろんのこと、室内楽、吹奏楽、オーケストラなどのアンサンブル活動にも取り組む意欲のある者。

・ 本学での学修と経験を生かし、将来社会に貢献しようとする熱意を持つ者。

・ 音楽に対する基礎的な知識と技能を有し、本学において創造的な音楽活動をしようとする意欲のある者。

・ 音楽表現を広い視野に立って総合的に計画し、取り組む意欲のある者。

・ 本学での学修と経験を生かし、将来社会に貢献しようとする熱意を持つ者。

・ 音楽に対する基礎的な知識と技能を有し、本学において音楽療法の理論と実践および関連分野の学修に対する意欲を有する者。

・ 本学での学修と経験を生かし、将来社会に貢献しようとする熱意を持つ者。

・ 国際的な視野に立ったエンターテイメントに関心を持ち、自ら将来設計を描くことができ、それを実現しようとする意欲のある者。

・

2024年度現行

パフォーマンス総合芸術文化専攻

音楽療法専攻

声楽専攻
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声楽に対する基礎的な知識と歌唱力を有し、本学において更なる専門知識の修得と演奏技術及び表現力の向上を目指す意欲のある者。

ピアノ専攻

本学での学修と経験を生かし、国際協力、国際支援を含め、広くエンターテイメントにかかわる能力向上をめざし、将来社会に貢献しようと
する熱意を持つ者。

ピアノ演奏に対する基礎的な知識と技能を有し、本学において更なる専門知識の修得と演奏技術及び表現力の向上を目指す意欲のある
者。

楽器演奏に対する基礎的な知識と技能を有し、本学において更なる専門知識の修得と演奏技術及び表現力の向上を目指す意欲のある
者。

管弦打楽器専攻

音楽創造専攻

本学では建学の精神・教育の理念に基づき、音楽芸術研鑽と豊かな人格形成を目指し学修するために、以下のような能
力と学習意欲を備えた者を所定の科目によって選抜を行う。

知識・技能
　各専攻の学修に必要とされる基礎学力と技能および表現力を有する者。
　専攻分野の音楽専門知識と技能の修得に強い意志を持つ者。

思考力・判断力・表現力
　学修に主体的に取り組み、他者とともに成長しようとする意欲を有する者。
　幅広い視野に立ち、多様に変動する社会に柔軟に対応し、自己実現を目指す意欲を有する者。

意欲・関心・志向性
　本学での学修や経験を生かし将来社会に貢献しようとする者。
　本学の建学の精神に基づいた人格形成を目指す者。

アドミッション・ポリシー（入学者の受入方針）



音楽学部音楽学科　編入募集総定員　10名

■ ピアノ専攻

■ 声楽専攻

■ 管弦打楽器専攻

■ 音楽創造専攻

■ 音楽療法専攻

■ パフォーマンス総合芸術文化専攻

※３年次編入学者選抜【一般選抜・社会人選抜】において、Konzertfach(演奏専攻)・教職実践専攻の募集はございません。

※３年次編入学者選抜【社会人選抜】において、パフォーマンス総合芸術文化専攻の募集はございません。

～ ～

～ ～

【一般編入学選抜】
＊以下に掲げる要件のいずれか１つを満たす者

■ 短期大学を卒業した者、または２０２５年３月卒業見込みの者。
■ 大学を卒業した者、または大学に２年以上在学し６２単位以上修得した者、または２０２５年３月に卒業見込みの者。
■ 外国において学校教育における１４年間の課程を修了した者、または２０２５年３月に卒業見込みの者。
■ 高等専門学校を卒業した者、または２０２５年３月卒業見込みの者。
■ 文部科学大臣が指定した者。
■ 学校教育法第１３２条に規定する専修学校の専門課程を修了した者、または２０２５年３月に卒業見込みの者。

【社会人編入学選抜】
＊以下の要件のいずれか１つを満たす者で、２０２５年４月１日現在の年齢が満２８歳以上の者

■ 短期大学を卒業した者、または２０２５年３月卒業見込みの者。
■ 大学を卒業した者、または大学に２年以上在学し６２単位以上修得した者、または２０２５年３月に卒業見込みの者。
■ 外国において学校教育における１４年間の課程を修了した者、または２０２５年３月に卒業見込みの者。
■ 高等専門学校を卒業した者、または２０２５年３月卒業見込みの者。
■ 文部科学大臣が指定した者。
■ 学校教育法第１３２条に規定する専修学校の専門課程を修了した者、または２０２５年３月に卒業見込みの者。

＊音楽療法専攻への編入学を希望する者は、該当する選抜の各項目を満たし、なおかつ下記項目を満たすこと。

■

■　３年次編入学者選抜試験

■　45,000 円　（振込手数料本人負担）

小論文、専攻実技、面接を総合して判断します。

音楽系・教育系・音楽療法系・心理学系・医療系・看護系・社会福祉系・保育系および隣接学部学科等に在籍していた
者、またはこれに類する資格を有する者。（音楽系より進学するものは、心理学系もしくは福祉系科目を履修していること
が望ましい。）

3月7日(金)

選抜試験日令
和
６
年

【

第
１
回
】

選抜試験結果発表日

12月14日(土)

3月14日(金)
3月2日(日)

3月8日(土)
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12月13日(金)

管弦打楽器の専攻楽器
フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、サクソフォン、ホルン、
トランペット、トロンボーン、テューバ、ユーフォニアム、ヴァイオリン、
ヴィオラ、チェロ、コントラバス、ハープ、打楽器

12月8日(日)

2月12日(水)

選抜試験結果発表日 入学手続期間出願期間

令
和
７
年

【

第
２
回
】

出願期間 選抜試験日

11月20日(水)

2月21日(金)

12月20日(金)11月29日(金)

入学手続期間

併願（東邦音楽短期大学との併願）



9:00 集合（文京キャンパス）

試験説明及び、詳しい時間割（専攻別実技・面接など）を発表

６００字～８００字 ／ ６０分※

専攻別に表記。下記を参照

個人面接

※音楽療法専攻は「音楽療法に関する小論文」を出題します。

注意事項

自由曲 6分以上（複数曲も可）

自由曲　１曲

自作曲楽譜提出　（作品に対する面接を行います）

ピアノによる弾き歌い

※ コントラバス・マリンバなどの大型打楽器やその他楽器借用が必要な場合は事前に事務本部入学者選抜担当（ＴＥＬ.03-3946-9667）までご相談ください。

内　容試　験　科　目

課　題専 攻

ピ ア ノ

声 楽

(2) 専 攻 実 技

(1) 小 論 文

管 弦 打 楽 器

(3) 面 接

音 楽 創 造

音 楽 療 法

パフォーマンス
総合芸術文化

オペラ・アリアまたはオラトリオのアリア1曲（原語歌唱）
ドイツ歌曲 1曲(原語歌唱)
計2曲を演奏

暗譜。くり返しなし。
(演奏の途中でカットする場合もあ
る)。

暗譜。
伴奏は本学教員が行う。
伴奏楽譜を２部（11P参照）提出。

パフォーマンス力診断
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伴奏は行わない。
借用楽器がある場合、
入学願書（様式１Ｂ）借用楽器欄に

記入※

自作曲楽譜を願書と共に提出。

詳細は次ページ参照。

<　課題曲　>
高齢者・成人・児童を対象とした任
意の各１曲を選出
試験当日、選出曲より１曲を指定



パフォーマンス力診断／オーディション形式（口頭試問含む）10分以内

・伴奏（BGM）を必要とする場合は伴奏音源による伴奏に限る。
　第三者による伴奏は不可。
・伴奏音源を使用する場合は、CD-Rにて録音し、出願時にあわせて提出すること｡
 （録音後に必ずファイナライズを行うこと）。
・提出音源には必ず出願者名を明記すること。また、提出された音源は返却しません。
・小道具を必要とする場合は、出願者自身が手荷物として持参できる物に限る。
　運搬に車、カート（台車）を必要とする小道具は使用できない。

音楽実技の場合

音楽実技の場合以外の場合
(朗読・演劇・ダンス 等)

音楽実技、朗読、演劇、ダンスなど自由にパフォーマンスをする。
※いずれのパフォーマンスにおいても、出願者のみのパフォーマンスとする。第三者との複数によるパフォーマンスは不可。

・独唱、独奏、弾き歌い、弾き語りなど。
・独唱の場合、アカペラ可。
・伴奏を必要とする場合は伴奏音源による伴奏に限る。第三者による伴奏は不可。
・独奏、弾き歌い、弾き語りの場合に使用する楽器は自由（洋楽器、和楽器、
　邦楽器、民族楽器、電子楽器　等）。
・使用する楽器は持参すること。ただし、ピアノ、電子オルガン、ドラムセット、
　コントラバス、マリンバ、琴は本学の楽器を借用することができる。
・楽器を借用する場合は、入学願書（様式１B）の借用楽器欄に記入すること。
・電子楽器を使用する場合は、携帯できるアンプ・スピーカーを持参すること。
・伴奏音源を使用する場合は、CD-Rにて録音し、出願時にあわせて提出すること。
 （録音後に必ずファイナライズを行うこと）。
・提出音源には必ず出願者名を明記すること。また、提出された音源は返却しません。
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【ピアノ専攻、声楽専攻、管弦打楽器専攻、音楽創造専攻、音楽療法専攻、教職実践専攻】
◆授業料 （2024年度編入学生参考/年額）

円 編入学手続き時に納入して頂きます。

円 円

円 円

円 円

◆卒業関連積立金等 （2024年度編入学生参考/年額）

◆音楽療法外部施設実習費等（音楽療法専攻生のみ対象） （2024年度編入学生参考/年額）

◆教職に関する教育課程受講費（履修希望者のみ対象） （2024年度編入学生参考/年額）

◆文化教養科目（履修希望者のみ対象） （2024年度編入学生参考/年額）

円

円

200,000

授 業 料
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2

500,000 500,000

合計 2,920,000 1,980,000

編 入 学 金 ―

40,000

1,480,000 1,480,000

備　考

備　考

外 部 施 設
実 習 費

60,000 円

円
４月に納入して頂きます。
※編入学生が2年間にて教員免許状を取得することは難しく、卒業後
も教職課程科目を履修する可能性があります。

備　考

学生教育研究
賠償責任保険

―

３年次生

受講費（年額）文化教養科目

円

コンピューターミュージック演習Ｉ

３・４年次生に必修の音楽療法外部施設実習費。
編入学時は編入学手続き時、４年次は４月に納入して頂きます。

３年次生

200,000

教職に関する
教 育 課 程
受 講 費

2

円

４年次生

1,750

施 設 拡 充 費

250,000

円

編入学手続き時に２ヵ年分を納入して頂きます。

４月・９月の２回に分納可。（3年次は編入学手続き時と９月の２回）

3年次は編入学手続き時、４年次は４月に納入して頂きます。

下記の金額は、2024年度入学生の学費等納入金です。
2025年度入学生の学費等納入金は改定する場合もありますので、あらかじめご了承ください。

４年次生

60,000

備　考

[注]３年次必修。４月に納入して頂きます。
　　　※社会人編入学生は選択科目。

680 円

690,000 円

卒業関連諸費
積 立 金

102,000

学生教育研究
災害傷害保険

ウ ィ ー ン 研 修
関 連 費 用

３年次生 ４年次生

[注]
本学では、上記の専攻の原則３年次に履修する必修科目「ウィーンアカデミー」があります。この研修に要する費用（授業・レッスン受講費、燃油サーチャージなどを
除く渡航費用）等は、ウィーン研修関連費用に含まれています。
編入３年次生のウィーン研修の時期については、その研修効果を考慮して大学で判断します。したがって４年次生での参加となることがあります。

円 ―

この科目を履修する場合は、
２年間継続して履修してください。

コンピューターミュージック演習Ⅱ

３年次生 ４年次生

102,000 円
卒業記念修学演奏旅行等のために積み立てて頂きます。
４月・９月の２回に分納可。

40,000

編入学手続き時に２ヵ年分を納入して頂きます。

備　考単位数

―



【パフォーマンス総合芸術文化専攻】 （2024年度編入学生参考/年額）

円 編入学手続き時に納入して頂きます。

円 円

円 円

円 円

◆卒業関連積立金等 （2024年度編入学生参考/年額）

※パフォーマンス総合芸術文化専攻は「ウィーン海外研修」を実施しません。

※パフォーマンス総合芸術文化専攻は「教職課程」の履修はできません。

◆文化教養科目（履修希望者のみ対象） （2024年度編入学生参考/年額）

◆学生会について

◆寄付金について

合計

400,000 400,000

1,130,000

３年次生 ４年次生 備　考

1,840,000 1,590,000

パフォーマンス
総合芸術文化専攻

特別講座費
（学外施設等実習費含む）

60,000 円 3年次は編入学手続き時、４年次は４月に納入して頂きます。

授 業 料

―

４月・９月の２回に分納可。（3年次は編入学手続き時と９月の２回）

施 設 拡 充 費

３年次生 ４年次生 備　考

60,000

3年次は編入学手続き時、４年次は４月に納入して頂きます。

編 入 学 金 250,000

1,130,000

― 編入学手続き時に２ヵ年分を納入して頂きます。

１実技150,000円を受講年度に納入。
１レッスン30分の個人レッスン。
実技：声楽、ピアノ、管楽器、弦楽器、打楽器、電子オルガン、
シンガーソングライター・アーティストより選択。

卒業関連諸費
積 立 金

円 ― 編入学手続き時に２ヵ年分を納入して頂きます。

112,000 円 112,000

学生教育研究
災害傷害保険

1,750

音 楽 実 技

680
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本学園では、「学校法人三室戸学園２１世紀学園整備資金」事業として総合的に学園施設の整備計画を行っております。
保護者のみなさまには１口１０，０００円のご寄付をお願いしております。（口数は任意でございますが、多くの支援をお願いいたします）なお、入学前のご寄付の
募集は行っておりません。詳細は、入学後送付の趣意書及び“２１世紀学園整備資金『寄付金』についてのお願い”をご一読ください。

３年次生 ４年次生

150,000 円 150,000 円

備　考

◆後援会について
 後援会は、 本学の教育方針に則り、 学生及び教職員の教育研究活動等を支援し、 本学の発展に寄与するとともに、 会員相互の連携を深めることを目的とし
ている組織 です。 （年会費 ： 10,000円）

学生会は、学生の自治により学生相互の親睦と学生生活全般の向上を目的として、自由な芸術の創造と発展のために活動している組織です。
（年会費 ： 3,000円）

円 ４月・９月の２回に分納可。

円

円
学生教育研究
賠償責任保険



（2024年度現行）

（2024年度現行）

補助額・・・年額１２０，０００円給付

本学に入学する者で、下記に掲げる要件の全てに該当する場合は、アパート等の賃貸料の一部を補助します。

1、１都６県（東京都・茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・神奈川県）以外の居住地からの入学者

2、本学に入学するために、アパート、マンション等を借用して入居する者

3、補助を申請する者

※補助金は、編入学後に支給いたします。

※特別社会人編入学者（50歳以上）・外国人留学生・長期履修生制度による編入学者は、他の減免制度等があるためお申し込みできません。

学生および保護者の経済的負担の軽減を図るため、下記の学費等減免制度を設けています。

«入学金免除／施設拡充費減免»

1.

2.

※ 本学園に新たに２名以上同時に入学する場合、その他詳細については事務本部までお問い合わせください。
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【2～4年次生対象】

 本学園の大学院・大学（アドバンスコース、エクセレントコースを除く）・短期大学・高等学校・第二高等学校・中学校に在籍する学生・
生徒の兄弟姉妹いずれかの者が入学した場合、本学園内の学校のいずれかに最初に入学した時の入学金を免除します。

この制度は、文部科学省と日本学生支援機構(JASSO)が連携して実施する、給付型奨学金と授業料等の減免が一体化した修
学支援新制度です。住民税非課税世帯および、それに準ずる世帯が文部科学省が指定した対象機関(大学等)に進学する際に
授業料等が減免される制度です。

　＊１ 両親、本人(18歳)、中学生(15歳)の家族4人世帯の場合の目安
　　　※本人の年齢や家族構成によって、目安年収は異なります。

　　　※住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生は、住民税非課税世帯の学生の2/3または1/3の支給額となります。
　　　※詳しくは日本学生支援機構Webサイトをご覧ください。

※留学生、「特定楽器」特別特待生やその他特待生、特別社会人入学者、長期履修生、附属高等学校特待生、高等教育の修学支援新制度受給者
　などは対象外となります。

給付額･･･400,000円　　対象者数･･･若干名　　給付期間･･･1年間

　1.給与所得世帯年収841万円以下。給与所得世帯以外年収380万円以下。

給付額･･･240,000円　　対象者数･･･若干名　　給付期間･･･1年間

GPAおよび専攻実技の成績、人物評価を総合的に判断し選考します。進級条件充足。前年度履修科目出席率80％以上。

　2.前年度GPA概ね3.0以上。進級条件充足。前年度履修科目出席率80％以上。

　※Konzertfach、留学生、「特定楽器」特別特待生やその他特待生、特別社会人入学者、長期履修生、附属高等学校特待生、
　　高等教育の修学支援新制度受給者などは対象外となります。

兄弟姉妹が在籍している場合、下級の者に対する２年目以降の施設拡充費については100,000円を減免します。

出典： 「高等教育の修学支援制度特設ページ」

(文部科学省： https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm)

東邦音楽大学奨学金(公募)

東邦令和特別奨学金(指名)



特別社会人入学者（50歳以上）を対象に、授業料減額の規定を設けております。

《軽減額》

入学時、満50歳以上60歳未満の特別社会人入学者･･･年間授業料の20％

入学時、満60歳以上の特別社会人入学者･･･・・・・・・・ 年間授業料の30％

※申請方法等の詳細は事務本部までお問い合わせください。

※申請方法等についての詳細は、事務本部までお問い合わせください。

※ 詳細は、下記までお問い合わせください。

株式会社セディナ ＴＥＬ．03-3346-0827

株式会社オリエントコーポレーション ＴＥＬ．0120-517-325 （学費サポートデスク）

給付額 … 月額100,000円／給付期間：1年間 （最長2年まで）

給付額 … 月額100,000円／給付期間：課程終了までの最長2年間

貸与期間：最長4年間

・ 第一種（無利子貸与） … 自宅通学者 　 ： 月額20,000円、30,000円、40,000円、54,000円から選択して貸与

自宅外通学者 ： 月額20,000円、30,000円、40,000円、50,000円、64,000円から選択して貸与

・ 第二種（有利子貸与） …

・ 緊急採用・応急採用 … 家計が急変し、奨学金を緊急に必要とする学生を対象とする制度です。

※ 詳細は、日本学生支援機構ウェブサイトをご覧いただくか、本学奨学金担当までお問い合わせください。

ツツミ奨学財団奨学金 ／ 地方自治体の奨学金　など

❢ これらの支援制度は、対象者や内容がそれぞれ異なります。

月額20,000円から120,000円までの間で1万円単位で額を選択

2025年度は、内容が変更となる場合もあります。

詳細およびご不明な点等については、申請前に必ず事務本部　入学者選抜担当（TEL.03-3946-9667）までお問い合わせください。

学費負担者による入学金・授業料等納入時の経済的負担の軽減を図るため、教育資金ローン制度として
株式会社セディナ、株式会社オリエントコーポレーションの２社と提携をしています。
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職業を有しているなどの事情により、修業年限を超えた一定期間にわたって、計画的に教育課程を履修して卒業する制度（社会人等
の職業を有している方が対象）です。

日本学生支援機構奨学金（全学年対象）

その他

平和中島財団

ロータリー米山記念奨学金（3～4年次生対象）



選抜検定料をお振り込みのうえ、『書留・速達』で

出願書類一式、受験票返信用封筒※を郵送してください。

※

出願書類　提出先　： 【文京キャンパス】

〒112-0012　東京都文京区大塚４丁目４６-９

東邦音楽大学　事務本部 入学者選抜担当

TEL : ０３−３９４６−９６６７

窓口　受付時間　： 午前 9：00 ～ 12：00　／　午後 1：00 ～ 4：00

（日曜・祝祭日を除く）

【選抜検定料のお支払いについて】

■

三井住友銀行　大塚支店

普通

700690

（学）三室戸学園

ガク）ミムロドガクエン

注：

出願期間終了後に、本学より受験票を郵送します。

◆ 集合時間

◎当日の詳細な時間割は、4ページを参照してください。

選抜試験結果発表日に、本学より「編入学者選抜試験判定結果通知書」を郵送します。

・ 合格者には、編入学手続き書類を同封致します。

・ 通知書が出願者のお手元に届くのは、選抜試験結果発表日の翌日以降となります。

・

・ 【第１回】12月16日（月）【第２回】3月10日（月）昼迄に通知書が届かない場合は、本学へお問い合わせください。

受験票、筆記試験時に使用する筆記用具（鉛筆またはシャープペンシルのHB以上の濃いもの）を持参してください（貸与不
可）。上履き等は不要です。

2024年

受験票返信用封筒は、本学より受験票を郵送する際に使用いたしま

す。長形３号サイズ封筒（253mm×120mm）に速達郵送料410円
分の切手を貼付し、出願者の住所・氏名を記載のうえ同封してくだ
さい。

試験結果の学内掲示やインターネット上での発表は行いません。
また電話、電子メール等による試験結果の問い合わせには応じられません。
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試験日の２日前までに受験票が届かない場合は、事務本部　入学者選抜担当までご連絡ください。

本学指定の振込用紙はありません。
インターネットや携帯電話を利用しての振り込みを希望される場合は、事務本部入学者選抜担当にお問い合わせください。
また、一度納入された選抜検定料は返還いたしません。

選抜検定料をお振り込みのうえ、

出願書類一式、受験票返信用封筒※を

下記窓口へ、必ず受付時間内に持参してください。

◇ 出願封筒は、角形２号サイズ封筒（332mm×240mm）
を使用してください（右記‟出願封筒　記入例”参照）

受 取 人

　振込名義人は出願者本人として、
　原則銀行窓口・ATMよりお振り込みください。
　編入学願書に振込控えの貼付が必要となります
　（コピー可）。

45,000円　（振込手数料本人負担）

検定料振込先 振 込 先

種 目

出願書類は、折曲厳禁
郵送・窓口持参いずれもの場合も、

出願期間の最終日までに必着

口座番号

3月7日(金)2025年

午前　9：00 （文京キャンパス）

12月13日(金)

【第２回】

【第１回】

選抜検定料

住所・氏名
志望専攻名

出願封筒 記入例

朱書にて記入。

［速達表示］

太い芯の赤マジックで

記入例のように赤い
太線を表示する。

出願者住所・氏名・
志望専攻名を記入。

郵送の場合

窓口の場合



合格者は、所定の編入学手続き期間内に学費の納入 および 指定の書類を提出してください。

1. 誓約書・債務保証書 本学所定の用紙

2. 学　費 振込依頼書をご参照のうえ、お振り込みください。

3. 住民票 もしくは それに代わるもの 合格者本人のもの（最近３ヵ月以内に交付を受けたもの１通）

●…提出

○…該当者のみ提出

●

―

―

―●

●※

パ フ ォ ー マ ン ス

総 合 芸 術 文 化

●

●

●

●

―

○

音 楽 療 法

 
成
績
証
明
書

 
編
入
学
願
書

（
様
式
１
A
B

）

 
自
作
曲
楽
譜

 
声
楽
伴
奏
楽
譜
２
部

 
受
験
票
返
送
用
封
筒

■ 声楽専攻は伴奏楽譜を各曲それぞれ2部提出してください。

■ 伴奏楽譜は氏名を明記の上、各ページともＡ４サイズ

　　（タテ297mm×ヨコ210mm）にて製本してください。

ピ ア ノ

声 楽 ―

●

●

●

●

●

●

●

●

―

● ●

―

―

● ● ● ● ● ● ― ―

※　 声楽
　　伴奏楽譜２部
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●●

●

●

●

●

* 編入学手続きの詳細は、編入学者選抜試験判定結果通知書に同封する編入学手続き書類によりご案内し
ます。

　
健
康
診
断
書

（
様
式
３

）

―

●

●

●

●

●

 
受
験
票

（
様
式
２

）

●

 
選
抜
検
定
料
振
込
控

●音 楽 創 造

　
伴
奏
音
源

―

―

―

―

▼ 専攻

管 弦 打 楽 器 ●

●

編入学者選抜に関するお問い合わせ先
事務本部 入学者選抜担当

TEL.03-3946-9667

試験結果発表

A4サイズ

氏名

210mm

297mm

テープ



❢ ・ 様式1Aとあわせて、１Bも漏れなく記入。

・ 文字は楷書、数字は算用数字とし、黒のペンまたはボールペンにて記入（鉛筆・消せるペン不可）。

・ 修正する際は二重線を引き、上に訂正印を捺印（修正液、修正テープ使用不可）。

・ いずれの書類も※印欄は記入不要。

・ 出願後の志望専攻、実技曲目等の変更は認めない。

❢
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様式1A

様式1B

出願後に、氏名、住所、電話番号等に変更が生じた場合は、事務本部　入学者選抜担当（TEL.03-3946-9667）まで連絡すること。

（様式１A）

※

【一般選抜・社会人選抜】 ※印欄は記入不要

　 楽器名

　（  　　　　　　　　　　　）

サイタマケン カワゴエシイマイズミ

〒 － 0015

〒 － 0015

－ －

※上記の該当に○をつけてください。

学校法人三室戸学園　在学生・在校生（２０２５年４月現在兄弟姉妹同時在籍）学費等減免制度

年 ５ 月 ～ 年 月

年 ４ 月 ～ 年 月

年 ４ 月 ～ 年 １２ 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

※

※印は記入不要

ソルフェージュ

卒業後の希望

楽器・科目

－

235

生年
月日

ピアノ川越　東子　先生

指導者氏名

携　　帯
電話番号

声楽

－

049

父

2157

東　邦　　花　子

1973　年4　月　1　日生

電話
番号

大塚　邦男　先生

12/8

第２回

川越　東男　先生

　大学院　　大学　　短大　　高校　　二高　　中学　在学在校中　・　２０２５年度受験

音
楽
歴

選
抜
日
程

保

証

人

第１回

埼玉 川越市　今泉８４

氏 名

現 住 所

続柄

都道
府県

トウホウ　タロウ

東　邦　　太　郎

一般選抜 社会人選抜

350

フ リ ガ ナ

第１回 第２回

３

235

私埼玉

とうほう音楽短期

2157

期　　間

氏　名

3/212/8 3/2

○

卒　業　立 とうほう

　管弦打楽器 音楽創造

音楽療法

パフォーマンス
総合芸術文化

大学
卒業見込
卒　　　業

2年以上在学
音楽

月
都道
府県

科月
都道
府県

立

写真貼付
タテ4ｃｍ×ヨコ3ｃｍ

年 齢 満　　　２０　　歳

受験
番号

東邦音楽大学　音楽学部 音楽学科
編入学願書　３年次編入学者選抜

女

出
願
者

フ リ ガ ナ

２０２５年度

049

生年月日性　別

氏 名

トウホウ　アヤコ

電話番号

東京 私

1.３ヶ月以内に撮影
した正面・上半身・
脱帽・背景なしのも

の

志望専攻 ピアノ 声　楽

２.写真裏に氏名・専攻名を
明記し全面のりづけ

東　邦　　文　子

２００４ 年 ５ 月 １ 日生

２０２３

２０２５

２０１２

２０１８

２０２０ ２０２２

高 等 学 校
中等教育学校

フ リ ガ ナ

現 住 所
都道
府県

埼玉 川越市　今泉８４

学 歴

年

年 ３

－ －

㊞

350

（様式１Ｂ）

氏名
東　邦　　文　子

※

※印欄は記入不要

●専攻実技曲目

調名

調名

有　　／　　無

□　コントラバス □　マリンバ □　大型打楽器（　　　　　　　　　　　　） □　その他（　　　　　　　　　　　　　）

有 ・ 無

演奏会・コンクール等の出演、受賞

振込控貼付箇所

選抜検定料振込控(コピー可)の用紙はのりづけ

貼付箇所におさまらない場合、内側に折り畳む

作曲者

曲　名 作曲者

管弦打楽器

受験楽器名

曲　名 作曲者

借用楽器

ピアノ 曲　名

曲　名 作曲者

声　楽

作曲者

のりづけ

本　人

音楽療法
ピアノ

弾き歌い

高齢者対象 作曲者

成人対象 作曲者

児童対象 作曲者

伴奏音源

パフォーマンス

総合芸術文化

パフォーマンス内容（音楽実技、朗読、演劇、ダンスなど）

借用楽器

ピアノ　・　電子オルガン

ドラムセット　・　コントラバス

マリンバ　・　琴

音楽創造
作曲コース

自作曲名

受験
番号

学校の所在する都道府県および国・

都・道・府・県・私立等の区分を記入。

本学からの通知・連絡が
確実に届く場所を記入。

忘れずに氏名を記入。

志望専攻を○で囲む。

管弦打楽器専攻生は、楽器名も記入。

保証人は、父母または父母に代わる

者で、入学後、身上の第一保証人となる

者。

該当者は兄弟姉妹の氏名を明記し、

学校種別に○を記入、在学在校中・

2025年度受験のどちらかに○を

記入。（詳細はP.8参照）

志望専攻を○で囲み、

該当欄に曲名、調名、作品番号、

楽章等を記入。

借用楽器で大型打楽器・その他楽器を

希望する場合は、事前に事務本部 入

学者選抜担当(TEL. 03-3946-9667）ま

でご相談ください。

３ヶ月以内撮影のもの。

タテ４cm×ヨコ３cm。

正面・上半身・脱帽・背景なし。

写真裏に出願者氏名・志望専攻

名を明記し、全面のりづけ。

本人所有の場合記入。

志望専攻にとらわれず、

既修および現在学習中の楽器・科目を

具体的に記入。

未定の場合は「未定」と記入。



（様式１A）

※

【一般選抜・社会人選抜】 ※印欄は記入不要

　（  　　　　　　　　　　　）

〒 －

〒 －

－ －

※上記の該当に○をつけてください。

学校法人三室戸学園　在学生・在校生（2025年4月現在兄弟姉妹同時在籍）学費等減免制度

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

年 月 ～ 年 月

※

※印欄は記入不要

第１回

電話番号

フ リ ガ ナ

3/2

保
証
人

都道
府県

－

音
楽
歴

期　　間

氏 名

現 住 所

一般選抜

12/8 3/2
第１回

ピアノ

㊞

携帯電話番号

都道
府県３

第２回

12/8

科
卒業見込
卒　　　業

2年以上在学

卒　業　

立

フ リ ガ ナ

－ －

電話
番号

フ リ ガ ナ

卒業後の希望

選
抜
日
程

社会人選抜

年

年

月

月

－

都道
府県

大学

生年
月日

続柄

楽器・科目

東邦音楽大学　音楽学部 音楽学科
編入学願書　３年次編入学者選抜

声　楽

年　　月　　日生性　別 生年月日

高 等 学 校
中等教育学校

　1.３ヶ月以内に撮影
　した正面・上半身・
　脱帽・背景なしのもの

年 齢

パフォーマンス
総合芸術文化

音楽創造

音楽療法

　
　２.写真裏に氏名・専攻名
　を明記し全面のりづけ

３
都道
府県

満　　　　　　歳

　 楽器名

写真貼付
タテ4ｃｍ×ヨコ3ｃｍ

第２回

　大学院　　大学　　短大　　高校　　二高　　中学　在学在校中　・　2025年度受験

指導者氏名

現 住 所

氏　名

２０２５年度

出
願
者 立

　管弦打楽器

学 歴

志望専攻

氏 名

受験
番号



（様式１Ｂ）

氏名

※

※印欄は記入不要

●専攻実技曲目

調名

調名

有　　／　　無

□　コントラバス □　マリンバ □　大型打楽器（　　　　　　　　　　　　） □　その他（　　　　　　　　　　　　　）

パフォーマンス内容（音楽実技、朗読、演劇、ダンスなど） 有 ・ 無

演奏会・コンクール等の出演、受賞

振込控貼付箇所

選抜検定料振込控(コピー可)の用紙はのりづけ

貼付箇所におさまらない場合、内側に折りたたむ

曲　名

音楽創造 自作曲名

曲　名

のりづけ

パフォーマンス
総合芸術文化

作曲者

借用楽器

ピアノ　・　電子オルガン

ドラムセット　・　コントラバス

マリンバ　・　琴

作曲者

管弦打楽器

受験楽器名

曲　名 作曲者

借用楽器

伴奏音源

作曲者

曲　名 作曲者

声　楽

児童対象

作曲者

作曲者

高齢者対象

音楽療法
ピアノ

弾き歌い
成人対象

作曲者ピアノ

受験
番号

本　人



❢修正液・修正テープは使用不可

鉛筆・消せるペンでの記入不可

（様式２）

※印欄は記入不要

受験票は試験当日、常に携帯すること。

社会人選抜

第２回

（楽器名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１回

2025年度

音楽学部　音楽学科
３年次編入学者選抜

【一般選抜・社会人選抜】

第２回

東邦音楽大学

専攻

フリガナ

様式2

キ

リ

ト

リ

※

一般選抜

第１回

受　験　票

受験
番号

右記の該当に
○をつけてください

キ リ ト リ

氏名

　

※印は記入不要

受験票は試験当日、常に携帯すること。

専攻
ピアノ専攻

（楽器名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

第１回 第２回右記の該当に
○をつけてください

第１回 第２回

○

受験番号
※　

フリガナ トウホウ　アヤコ

氏名 東　邦　　文　子

東邦音楽大学

一般選抜 社会人選抜

受　験　票

2025年度

音楽学部　音楽学科
３年次編入学者選抜

【一般選抜・社会人選抜】
写真貼付

タテ４cm×ヨコ３cm

写真貼付
タテ４cm×ヨコ３cm

３ヶ月以内撮影のもの。

タテ４cm×ヨコ３cm。

正面・上半身・脱帽・背景なし。

写真裏に出願者氏名・志望専攻名

を明記し、全面のりづけ。

管弦打楽器専攻生は、楽器名も記入。



◆注意事項

 

・ 会場へは、公共交通機関をご利用ください。車、自転車、オートバイでの来校はできません。

・ 交通機関の乱れや天候等により集合時間に遅れる場合は、事務本部 入学者選抜担当までご連絡ください。

 

・ 受験票は常に携帯し、学科試験では机上に、実技および面接では監督者または係の者にご提示ください。

・ 受験票を紛失あるいは忘れた際は、事務本部 入学者選抜担当にて再交付を受けてください。

 

・

・ 試験の内容に関する質問には一切応じられません。

・ 携帯電話やスマートフォンおよびタブレット端末等の通信機器は、試験会場に入る前に必ず電源をお切りください。

 

・

・ 体調が悪くなった場合は、監督者または係の者にお申し出ください。

・ 昼食が必要な場合は、ご持参ください。

・ 保護者の方は、学内控室にてお待ちいただけます。

●

　 
● 筆記用具の貸与は不可です。
●

● 遺失物は、事務本部 入試担当までお問い合わせください。

［文京キャンパス］

受験票は常に携帯し、学科試験では机上に、実技および面接では
監督者または係の者にご提示ください。

携帯電話やスマートフォンおよびタブレット端末等の通信機器は、試験
会場に入る前に必ず電源をお切りください。

　　◆試験当日のお問い合わせ先

　　事務本部 入学者選抜担当

　　TEL.03-3946-9667

東邦音楽大学　事務本部　入学者選抜担当

試験当日の練習室の貸し出しは行っておりません。
（実技試験直前の発声および楽器の音出しは可。ピアノの練習は不可）

筆記試験では、鉛筆またはシャープペンシルのＨＢ以上の濃いものを使用（持参）し、定規・下敷き等の筆答記述に疑いを持たれやす
い物は持ち込まないでください。貸与は不可です。

東京都文京区大塚4丁目46-9

TEL. 03-3946-9667

消
防
署
●

南口
大
塚
駅

不
忍
通
り

春日通り

大塚公園

都立大塚病院

調剤薬局

東京メトロ丸の内線

「新大塚」駅2番出口
「新大塚」駅1番出口

大塚四丁目

マルエツ

東京メトロ有楽町線「護国寺」駅1番出口 ●

護国寺

文京キャンパス

▲
上
野

池
袋
▼

山
手
線

JR



（様式３）

※

※欄は記入不要

， ㎝

， kg

， （ ， ）

， （ ， ）

上記の通り証明する

　 　　　年　　　月　　　日

検査機関名

住所

医師名 ㊞

東邦

第１回 第２回第１回

２０２５年度

【一般選抜】 【社会人選抜】

氏名

３年次編入学者選抜

生年月日 　　年　　　月　　　日生

Ｘ線所見

概 評

体 重

視　力
右

左

身 長

健　康　診　断　書

第２回

受験
番号



東邦






